
◆ 政府が目指すべき将来像として、①複数の機関にまたがる自分の情報等の入手や必要な手続の実施を、1カ   
所で完結できる便利なサービス（ワンストップサービス）の実現、②その基盤として、プライバシー侵害等への不安   

を極力解消しつつ、関係機関の情報連携（バックオフィス連携）を行う仕組みの構築が重要。  

◆ 社会保障カード（仮称）の検討においては、このような将来像を見据え、年金記録等の確認を可能としつつ、健康   

保険証等の役割を果たす仕組みを検討。  

◆ 今後、実証実験を行い、仮定した仕組みについて検証しつつ、電子行政等の取組み、各分野における環境整備   

や課題への対応と連携し、社会的な合意を前提として、可能なサービスから順次実施。  

○自分の情報の入手や必要な手続等のワンストップ化   

＝⇒年金記録等の入手・確認  

○必要なお知らせ等の情報を提供   

＝⇒手続漏れによる未加入・二重加入の防止  

○各機関の業務効率化、コスト削減   

＝⇒各種通知等のコストを削減、医療費請求の過誤調整事務  

の削減による保険者等の事務負担軽減  

○分野を横断した状況の把握とそれに応じたきめ細やかな施策   

＝⇒制度や保険者をまたがった場合でも自己負担額の調整を  
ワンストップ   

サービス  
格確認等   行うなどの施策の可能性  

○行政サービスの透明化や個人情報等へのアクセスの監視  

医療機関等の窓口  
1   



・各画面はイメー  



2．仕組みのイメージについて（仮定）  

○プライバシー侵害、情報の．一元的管理に対する不安を極力解消しつつ、将来的な用途拡大に対応できる  

仕組みを目指す。  

○ 保険資格情報や閲覧情報は保険者のみが保有。中継データベース（仮称）は、被保険者記号番号といっ   

た必要最小限の情報を持つ（情報の集約を避け、情報連携を適切に制御できる仕組み）。  

○ 社会保障カード（仮称）のためだけの新たな投資を極力避けることが必要。特に、中継データベース（仮   

称）については、次世代電子行政サービス構想における「行政情報の共同利用支援センター（仮称）」等と   

重複した投資を避け、共通の基盤として構築することを目指すべき。  

中継データベース（仮称）  保険者のデータベース  

①個人を識別した上で、   

本人確認をし、交付  
④ 中継DBは、保険者へ情報を要求。   
保険者は、中継DBを通じて、利用者へ情報を提供  

基膠年金夢号  
のgβ7－∂5〃β27ノ  

・虜労 花子  
一 級穿杉修好  
・原質循＃  

②アクセス、情報を要求   
（暗証番号の入力等）  lCカード  

寄居芳彦子  
整理番号  

基礎年金番号  

③ 認証（※）  冴紺青一訂号番号  
「：着いろば7gβ〃ノ  

虜労 花子  
庚炭質杉修好  
腰賞修好  

医療保険被保険者記号番号  

※ 公開鍵暗号の技術を活用する方式（ICチップに収録された極度に解析が困難   

とされる暗号アルゴリズムである秘密鍵、公開鍵による演算の結果が合致する   
ことをもって本人を認証する方式）を検討。この方式は、ICチップに収録した共   

通番号等を認証に直接用いる方式と比較し、安全性において優位。  

介護保険被保険者番号  

その他の番号  

炭傑炭害者背  
「72β〃－5∂7β9ノ  

願花子  
緻穿好修好  
彪穿修好   

l‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‘‾－‾－‾‾‾‾‾‾‾■‾‾‾－■－■‾   

l ：○他の市町村へ住所を移した場合の継続使用を可能とする： 等の住基カ 

：ードの見直しの動き、オンライン認証の実現を： ：含めた公的個人認証サービスの普及拡大に関する検討等と：  
：連携し、既存のインフラの活用を検討。  
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿●＿＿＿＿＿＿＿＿＿．＿＿●＿＿＿＿＿＿＿＿＿．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿l  

情報へのアクセス記録を保存し、利用者が確認できる  

仕組みとすることなどにより、不正アクセスによる盗み  

見等の不正を抑止し、情報連携を制御。  



3．医療毒の現場での連用に？いて（仮定） 

○ICカードの機能を使用した医療等の現場での活用   

【オンラインによる医療保険資格薩認のイメージ】   

ヽ 
、、＿＿＿…＿＿＿＿＿‖…＿ノ′   

○ICカードの機能が使用できない場合の対応   
′  

一確認が困難な   

：＝⇒ 被保険者証記号番号等を問い合わせるための、保険者の異動があっても変更されない医療・介護分野でのみ用いるため：   
の番号（保健医療番号（仮称））を含 めて検討。  

l  

l   

※   

l  

l   

し ＿…●‖…＿＿…＿＿＿＿＿●●…■＿＿＿……＿＿…＿＿＿＿＿＿…＿＿…‖＿＿＿＿＿……＿●…＿＿＿‖…‖＿＿………＿‖……＿＿…今＿j 一・移行期においては、社会保障カード（仮称）と現行の被保険者証等との併用を可能にすることが必要。  



4．カード発行の場合の発行・交付方法について（イメージ）  

1）働＼らの切替え方法lこついて  
・勤務先で手続を行う場合、市町村に登録されている氏名と保険者に登録されている氏名の文字コードが   
異なるなどの理由により、両者の間で氏名等を用いて本人同定を行うことが困難であること  

・保険者にとっては、カードの発行申請等の事務が発生し、事務上の効率性が損なわれるおそれがあること  

から、国民にとってもっとも身近な行政主体である市町村を交付主体と仮定し、被用者保険の被保険者に  

ついても、市町村で手続を行うこととする。  

既存の繊侵鹸書証等からの切替え方法  

④各偏頗宥に利用蓉の存否を問合せ  

⑤利用者の存否を国書※2  
■●■ ■▲■1－ － ■●－－■■ ■■l■l一 ■■ll■■ ■ －  

■■■■■   
l③住墓台鴨上の4情報と  

妄 
I号、醸保険の被保険   

l者番号と保険者番号を  
：送運※1  

⑦電子証明  
書を発行   

l  

l ⑧カード交付済の通知（保険者がl 市町村似外の場合）※1   

交付事務取扱者   

（市町村）  

①カード交付の案内を送付   

②送付 ‾ニ山王言シテ  
．．．川…………川…＿ノ  

されてきた交付案内、健康保険証  
⑨カード交付 ※1  

※1保健医療者号を導入する場合には、当該番  
号を、（∋と併せて発行DBに送達し、⑨のカード  

交付時に券面又は別紙に印刷するとともに、⑪  
と併せて医療保険者に通知する。  
※2 手り用者が問合せ先の保険者に所属してい  
ない旨の回答があった場合は、正しい保険者を  
確認の上、再手続が必要  

年金手帳（該当者）、介護保険証  
（該当者）と共に、カード発行申請書を提出  

する。  

£  
利用者  

亡 一利用者による行動   

＿＿●：オンラインで行われる手続  

（卦 出生時のカード発行・交付方法について   

出生時に健康保険証として発行。被用者健保の被扶養者届は、出生届やカード発行申請書と同時に提出   

できた方が便利であるため、市町村経由で提出可能とする（被扶養者認定は保険者が行う）。   



国民電子私書箱とは  
希 望すれば、国民（及び企業）の一人ひとりに対し、電子空間上でも安心して年金記録等の個人  
の情報を入手し、管理できる専用の口座（国民電子私書箱）を提供し、幅広い分野で便利なワン  
ストップの行政サービスが受けられる、世界で最も先進的な「あなただけの電子政府」を実現  

l司長の利便性向上  
行政機関  ライフイベント毎に  

大量の手続  

【引越】  
・最大26手続、7機関訪問  
・添付書類13種類  

【退職】  
・最大10手続、6機関訪問  
・添付書類15種類  

、  

王統媒体等により  

自分の年金記録等  
を確認  

自治体や事業所  
単位に分けて、  

従業員の税や雇用  
関係の手続を提出   

【「デジタル新時代に向けた新たな戦略～三か年緊急プラン～（抄）」平成21年4月9日 汀戦略本部決定）】  

○国民電子私書箱（仮称）は、希望する個人又は企業に提供される高度なセキュリティ機能を持った電子空間上のアカウントであり、従来の「電子私書箱  

（仮称）構想」及び「社会保障カード（仮称）構想」を発展させ、社会保障分野のみならず、広い分野でのワンストップの行政サービスを提供するためのもの。  

○希望する個人・企業に高度な行政サービスを提供する「国民電子私書箱（仮称）」を、社会保障カード（仮称）の実証実験の成果も活用しつつ整備し、ワ   
ンストップサービスとプッシュ型サービス（行政の側から進んで住民にとって必要な情報をお届けするサービス）を実現する。  6   




